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商業世界と女装者との結びつきに関する一考察
―大阪新世界エリアのある交流イベントを事例にして―
宮　田　りりぃ
石　井　由香理
1 ．はじめに
　日本において女性への性別越境者は、近代化
に伴う同性愛・異性装のタブー化から、商業世
界とかつて強固に結びついていた。たとえば、
1970年代にはアマチュア女装者を顧客とする商
業女装クラブが生まれ（三橋 2008 p.235）、ま
た1980年代以降には商業的なMtF（Male to 
Female）トランスジェンダーを指す汎称とし
て「ニューハーフ」という言葉が浸透していっ
た（三橋 2004 pp.189-192.）。だが、1990年代
に入り医学と結びついた性別越境概念である性
同一性障害が海外から導入され、一般に浸透す
るようになると、医療を中心にして性別越境が
正当化されるようになり、従来のように商業世
界に関わらなくても性別越境できる新たな道が
開かれていった（石井 2018 pp.41-42.）。
　他方、上記のような新たな道が開かれた現代
でもなお、依然として商業世界と結びついた女
性への性別越境者は存在し続けている（たとえ
ば、宮田 2018、畑野 2018）。だが、これまで
日本では、そうした人々の実態に迫った調査研
究はあまり蓄積されていない。
　商業世界と結びついた女性への性別越境者の
実態について、最も議論が積み重ねられてきた
のが、女装者や女装コミュニティについての研
究である。たとえば、心理学者の渡辺恒夫
（1989）は、女装者を社会における規範的男性
性の抑圧に苦しむ男性として位置づけた上で、
女装サロンにおけるフィールド・ワークにもと
づき、そうした抑圧からの解放の可能性を女装
の実践に見出している。また、性社会史研究者
の三橋（2006、2008）は、当事者としての自身
の体験などにもとづいて、女装のテクニックを
習得するきっかけとなったり、社会的な女性を
演じるための舞台、あるいは女装者と女装者愛
好男性とが出会うための場を提供するといっ
た、商業世界と女装者との結びつきについて詳
細に記述している。
　しかしながら、これらの先行研究において描
き出されてきた商業世界と女装者たちとの結び
つきは、たとえば女性へと越境するための技術
を＜教える側－教わる側＞といった、固定的か
つ一方向的なものであった。それゆえ、たとえ
ば女性へと越境するための教育を通して、教育
される側だけでなく教育する側にも変化が生じ
てくるというような相互作用や再帰的な結びつ
きの可能性についてはあまり注目されてこなか
った。
　そこで、本稿ではこの課題に取り組むための
準備段階として、まずは2016年前半から2018年
後半にかけて宮田が行った参与観察にもとづ
き、大阪地域にある女装系商業施設を中心とす
るコミュニティの見取り図を描き出す。次に、
同じく上記の参与観察にもとづいて、近年同地
域の女装コミュニティに新たな変化をもたらす
契機となったある商業施設を拠点とする交流イ
ベントについて取り上げる。そして最後に、
2017年後半から2018年後半にかけて、石井と宮
田が実施したインタビュー調査での対象者の語
りを、当イベントを軸に読み解くことで、商業
世界と女性者たちとの結びつきを明らかにする
可能性について論じる。
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2 ．大阪地域の女装コミュニティ
　ここでは、大阪地域にある女装系商業施設を
中心に、当施設やネット空間を拠点とする女装
コミュニティの見取り図について確認してい
く。なお、女装系商業施設とは、当施設の大半
が女装客を中心としつつも、女装者を愛好する
男性客などにも頻繁に利用されるという参与観
察からの知見を踏まえて、たとえば女装者向け
商業施設といった言葉では適切に捉えられない
と判断したために、宮田が新たに概念化した言
葉である。
2 - 1 ．女装系商業施設
　2018年12月現在の大阪地域にある女装系商業
施設は、後で確認するスポット的に貸し切られ
る「イベント系」を除いて40店舗ほど存在して
おり、大阪の三大ゲイタウンとして知られる堂
山・ミナミ・新世界エリアに偏る傾向があるも
のの、十三や新大阪などそこからやや離れた地
域にも点在している。また、これらは明確に線
引き困難であるが、以下（図 1 ）のとおり 5 つ
の業種に分けて捉えることができる。
　まず、①メイクルームやメイクアップサービ
ス、衣装・ロッカーのレンタルサービスなどを
提供し、女装者同士の交流の場としても利用さ
れる「サロン系」がある。次に、②飲食やカラ
オケサービスなどを提供し（中にはサロン同様
の機能を備えた店舗も存在する）、女装者や女
装者愛好男性たちの交流の場としても利用され
る「飲食店系」が挙げられる。その次に、③主
として女装者や女装者愛好男性たちの性的接触
を伴う交流の場として利用される「ハッテン場
系」がある。さらにその次に、④上記のような
女装者系商業施設とは異なるものの、女装系ク
ラブイベントなどのためにスポット的に貸し切
られ、そのイベントが開催されている時間帯に
限って女装者や女装者愛好男性たちが飲食や音
楽、交流などを楽しむ場として利用されるライ
ブハウスなどの言わば「イベント系」がある。
最後に、⑤これらのいくつかが全体的または部
分的に重なった「ルーム系」がある。なお、前
述した商業施設の中には映画館やビデオボック
ス（以下、当事者の呼び方に沿って「ビデボ」
と表記）など、女装系商業施設としての「看板」
を掲げていない施設も存在する。しかし、施設
側が女装者たちに寛容であるなどの理由によ
り、実際には女装者や女装者愛好男性たちに頻
繁に利用されているケースがみられることか
ら、本稿では「看板」よりも実質的な状況の方
を重視し、これらも女装系商業施設に含めてい
る。
2 - 2 ．ネット空間
　女装系商業施設とネット空間との結びつきは
強く、女装生活をよりいっそう充実させるため
に両者を連携させるかたちで利用している女装
者たちは少なくない。たとえば、女装系SNS（ソ
ーシャル・ネットワーキング・サービス）や掲
示板が存在しており、それらは女装系商業施設
などを拠点とした交流のためのツールとして利
用されている。なお、2010年代半ば頃まではあ
る女装系SNSがこうしたツールとして主に利
①サロン系
①～④のいくつかが全体的
または部分的に重なった施設
⑤ルーム系
②飲食店系
③ハッテン場系
④イベント系
図 1 　業種別に分けて捉えた大阪地域の女装系商業施設
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用されていたが、近年では投稿可能な画像デー
タ容量がより大きく、またアプリ化や「いいね」
機能などによってよりいっそう手軽にコミュニ
ケーションが取れるtwitterの方が主流となっ
ている。ただし、たとえばtwitterでは 1 回あ
たりの投稿に140字という字数制限が課せられ
ているなど、それぞれのサービスには長所・短
所があり、また目的によって使い分けられるこ
ともあるため、単純にtwitterが女装系SNSや
掲示板に取って代わるようになったというわけ
ではない。
2 - 3 ．中心的成員
　女装コミュニティの成員は、先行研究（三橋 
2006 p.360）においてすでに指摘されているよ
うに、女装者だけでなく女装者愛好男性も含ま
れる。ただし、その中心的成員となっているの
は、あくまで女装者たちである。なお、一概に
女装者といっても、趣味としてパートタイムの
可逆的な女装生活を楽しんでいるケース、そう
した女装生活の中で次第に不可逆的な身体変容
まで志向するようになるケース、それらを志向
していてもすでに男性として就職や結婚を経て
いることから断念せざるを得ないと考えている
ケースなど多様である。それゆえ、自身の性の
あり方をどう捉えているかも、女装者によって
多様であるという点には十分留意しておきた
い。
　続いて、女装系商業施設が存在するエリアと
女装者の世代との関連で言えば、どちらかと言
うと堂山や新世界エリアは中高年世代が中心、
ミナミエリアは若年世代が中心という傾向がみ
られる。ただし、近年における変化として、新
たな交流イベントやクラブイベントの開催など
を背景に、堂山や新世界エリアに出入りする若
年世代の女装者たちも増えるようになった。
　また、とりわけ中高年世代の女装者たちにつ
いて言えば、職場や家庭では男性としての日常
生活を送る一方、女装系商業施設ではパートタ
イムの女装生活を送るという人たちが大半を占
めている。さらに、その多くは女装することに
ついて職場や家庭では秘密にしており、化粧や
ウィッグ、女装用の衣服などは職場や自宅の誰
にも見つかりそうにない場所に隠したり、ロッ
カーやトランクルームなどのレンタルサービス
を利用して保管している。
3 ．新たな交流イベントの導入
　ここでは、2016年前半から2018年後半にかけ
て宮田が実施した参与観察にもとづいて、近年
大阪地域の女装コミュニティに新たな変化をも
たらす契機となった、新世界エリアのある商業
施設を中心とする女装者及び女装者愛好男性が
対象の交流イベントについて紹介する。なお、
当イベントは現在（2018年後半）までに全 4 回
開催されており、自身もまた女装者である宮田
は、第 1 回から第 3 回まで参加費を支払って客
側の立場で当日参加し、また第 4 回は（当イベ
ント内の企画の 1 つであった）ライブ演奏に、
女装バンドのメンバーとして、主催側の立場で
準備段階から参加した。そして、こうしたかた
ちでの関わりを通して、資料の収集や新たに得
られた情報を後でメモにまとめるなどして、参
与観察を進めて行った。
　それでは次に、当イベントの中心となった新
世界エリアのある商業施設（以下、X）につい
て詳しく説明していく。Xは、大阪地域にある
女装系商業施設の中でも唯一ビデボと旅館を兼
ねた年中無休かつ24時間営業の施設であり、鏡
台やシャワールーム付きの個室利用料が一般的
な宿泊施設よりも安価で、さらに利用者同士が
交流できる談話スペースを備え、またサービス
時間内であれば施設からの外出も可能である。
そのため、女装生活を送る時は道具一式を持ち
込みメイクや着替えをして、そのまま部屋に荷
物を置いて外出したり、もとの姿に戻る時はメ
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イクを落としたり、ウィッグを被っていた髪を
シャワーで洗い流すことができるなど、様々な
点で女装者たちのニーズを満たす人気の施設と
なっている。なお、当イベントは何も下地のな
いところから突然導入されたというわけではな
い。このイベントは、立ち上げメンバーたちが
X側との関係を構築したり、Xを拠点とする女
装コミュニティを少しずつ形成していったとこ
ろから始まり、その延長線上として導入された
という経緯がある。
　表 1 は、当イベントが初めて開催された2016
年後半からもっとも最近（2018年12月時点）に
開催された2018年後半にかけての、新世界エリ
アにある女装系商業施設に関する主なできごと
を通史的に整理したものである。
　まず2016年後半、①11月にXの 2 階にある 1
フロアを 1 日中貸し切るかたちで飲食や交流ス
ペースを提供する第 1 回交流イベントが開催さ
れ、口コミや女装系SNSで広報した結果100人
程度の動員があった。その翌月、②当イベント
の立ち上げメンバーの 1 人が経営に携わるカラ
オケスナックがXの近くにオープンし、女装客
を中心に盛り上がるようになった。
　続いて2017年、③ 4 月に第 2 回交流イベント
が開催され、前回と同じくXの 2 階にある 1 フ
ロアを 1 日中貸し切るかたちで飲食や交流スペ
ースを提供し、また前回はなかった広報フライ
ヤーの作成・配布や（イベント内の企画として）
カメラマンによる撮影会などを盛り込み、結果
として前回の倍となる200人程度の動員があっ
た。その 4 ヶ月後、④女装者が着替えやメイク
に利用できるパウダールームを備えた居酒屋が
表 1 　2016年後半から2018年後半にかけての新世界エリアにある女装系商業施設に関する主なできごと
年 月 主なできごと
2016年
11月 ①第 1 回交流イベント開催（100人程度動員）
12月 ②カラオケスナックオープン
2017年
1 月
2 月
3 月
4 月 ③第 2 回交流イベント開催（200人程度動員）
5 月
6 月
7 月
8 月 ④パウダールームを備えた居酒屋オープン
9 月
10月
11月 ⑤第 3 回交流イベント開催（300人程度動員）、映画館リニューアル
12月
2018年
1 月
2 月
3 月
4 月 ⑥Xに新しいコース導入
5 月
6 月 ⑦第 4 回交流イベント開催（260人程度動員）
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Xの近くにオープンし、女装者や女装者愛好男
性たちが頻繁に来店するようになった。さらに
その 3 ヶ月後、⑤第 3 回交流イベントが、Xの
2 階にある 1 フロアに加えて 1 階にある談話ス
ペースなども貸し切り、これまで同様に飲食や
交流スペースを提供するかたちで開催された。
また、この回から当イベントはXを中心にして
積極的に新世界という街を巻き込むようになっ
た。たとえば、当イベントの立ち上げメンバー
たちは、女装者に対して寛容な商業施設を紹介
するウェブサイトやマップを作成し、女装者た
ちが新世界エリアをまわって楽しみやすいよう
工夫したり、協賛店のひとつであるカラオケ店
の大宴会場を貸し切るかたちで、（当イベント
内の企画として）女装バンドによるライブ演奏
や参加者同士のお見合いを実施した。その他、
同じく協賛店のひとつとなったある映画館は、
このイベントまでに女装者たちの意見を反映さ
せてトイレの改装や談話室の新設を実施し、積
極的に女装者たちの来館を促した。そして、こ
れらの結果として第 3 回は、第 1 回の 3 倍とな
る300人程度の動員があった。
　続いて2018年、⑥ 4 月にXで新しく談話室コ
ースが導入された。これは、個室を取らなくて
も所定の時間談話スペースを利用できるという
もので、これが導入された結果、たとえば個室
が埋まっている場合でもこれまでとは違ってX
の談話スペースに入り交流を楽しめるなど、よ
りいっそう多くの客が柔軟なかたちでXを利用
できるようになった。その 2 ヶ月後、⑦第 4 回
交流イベントが開催され、飲食や交流スペース
の提供、広報、協賛店を会場とした女装バンド
によるライブ演奏やお見合いなどは前回から踏
襲する一方、これまでのようにXの 2 階にある
1 フロアまでは貸し切らず、代わりに 1 階の
（前回とは別の）より広く改装された談話室な
どが 1 日中貸し切られることになり、会場規模
はよりコンパクトになった。ただし、それでも
第 1 回の 2 倍以上となる260人程度の動員があ
った。
　こうして、Xを中心とする交流イベントは、
様々なアイデアを盛り込みながら開催を重ねて
きた。そして、前述のような新世界エリアにお
ける女装系商業施設の変化も伴って、これまで
の女装コミュニティにはみられなかったひとつ
の街を巻き込むかたちのイベントへと成長して
いったのである。
4 ．結びにかえて 
―現在までの調査経過と 
 今後の研究計画について―
4 - 1 ．インタビュー概要
　これまでの調査によって、新世界エリアを中
心とした女装者コミュニティと商業世界との新
たな関係性が明らかになってきた。だが、個々
の女装者や、商業世界に関わる人々がどのよう
な考えをもっているかについての考察は課題と
して残っている。ただし、我々はすでに個々の
対象者への聞き取り調査を実施している。そこ
で、ここからは、現在までの調査経過を確認し、
今後の研究計画について簡潔に確認しておきた
い。2017年後半から2018年後半にかけて石井と
宮田が実施した計12名へのインタビュー概要に
ついて、以下（表 2 ）を参照しながら確認して
いく。
　まず、①2017年 9 月には、新世界エリアを中
心として関西エリアに 6 館の映画館を有するあ
る株式会社の従業員 4 名（役職は、それぞれ社
長、支配人、経理部長、総務部長）へのインタ
ビューを行った。次に、②2018年 2 月には、新
世界エリアの女装系商業施設（居酒屋）で働く
女装者及びその知人の女装者へのインタビュー
を行った。さらに翌月には、③前述のXを中心
とする交流イベントの立ち上げメンバーの女装
者及びその知人の女装者、④尼崎エリアの女装
系商業施設（映画館）で交流イベントを主催し
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ている女装者、⑤新世界エリアの女装系商業施
設（映画館など）を利用する女装者、⑥同エリ
アの町内会長へのインタビューを行った。最後
に、⑦2018年 9 月に、新世界エリアの女装系商
業施設（スナック）で働く女装者へのインタビ
ューを行った。
　それぞれのインタビューの所要時間は、①の
株式会社の従業員たちが90分程度、⑥の町内会
長が80分程度、それ以外が120～150分程度で、
いずれも石井と宮田がインタビューを実施し、
方法は半構造化面接法を採用した。なお、イン
タビュー内容は許可を得た上でボイスレコーダ
ーに記録し、後日逐語録を作成してデータとし
て用いる。
4 - 2 ．今後に向けて
　さいごに、本稿で紹介したXを中心とする交
流イベントを軸にすることで、商業世界と女性
者たちとの結びつきを明らかにする可能性につ
いて論じる。そこで活用したいデータが、前述
の新世界または尼崎エリアに関わる人々を調査
対象としたインタビュー内容である。その理由
は、本調査対象者たちの多くが、Xを中心とす
る交流イベントに関わっており、さらに当イベ
ント立ち上げの中心メンバー、協賛店、参加者
など様々な立場にいるためである。なお、これ
らのデータはまだ分析前だが、以下では当イベ
ントの立ち上げメンバーである女装者（以下、
Aさん）へのインタビューから得られたデータ
を少しだけ紹介したい。
　もともと女装者に寛容というわけではなく、
また女装者の利用客も少なかった頃からXを積
極的に利用していたと言うAさんは、自分が
楽しんでいる女装生活をもっと楽しくするため
に、周りの人たちを巻き込んでいこうと考え
た。そこで、2016年後半に女装仲間たちとXを
中心とする交流イベントを企画し、X側と交渉
して赤字覚悟で 2 階にある 1 フロアを貸し切
り、女装者及び女装者愛好男性を対象とする交
流イベントを開催した。そして、女装系SNS
を中心とする広報によって、Xには100人程度
が集まり、さらに女装者と女装者愛好男性との
比率は約 8 対 2 と、女装者たちがより多く集ま
ったと言う。こうして、女装生活をもっと楽し
くしたいというAさんの思いなどから導入さ
れた当イベントは、多くの女装者たちをXに集
め、現在ではXの側がAさんの意見を反映さ
せて談話スペースを新設するなど、積極的に女
装客を取り込むようになっている。このよう
に、当イベントを軸にしてインタビュー内容を
みることによって、これまでほとんど注目され
てこなかった、商業世界と女装者たちとの相互
に影響しあう再帰的な結びつきを描き出すこと
ができる。加えて、様々な立場から当イベント
に関わった人たちへのインタビューを通して、
こうした結びつきをより多角的観点から描き出
表 2 　新世界または尼崎エリアに関わる人々を調査対象者としたインタビューの一覧
調査時期 人数 プロフィール
2017年 9 月 4 名 ①新世界エリアに映画館を有する株式会社の従業員
2018年 2 月 2 名 ②新世界エリアの女装系商業施設で働く女装者及びその知人の女装者
2018年 3 月
2 名 ③Xを中心とする交流イベントの立ち上げメンバーの女装者及びその知人の女装者
1 名 ④尼崎エリアの女装系商業施設で交流イベントを主催している女装者
1 名 ⑤新世界エリアの女装系商業施設を利用する女装者
1 名 ⑥新世界エリアの町内会長
2018年 9 月 1 名 ⑦新世界エリアの女装系商業施設で働く女装者
－91－
すことができるだろう。
　以上のことから、今後は前述したインタビュ
ー内容の分析を進め、商業世界と女装者たちと
の結びつきについて明らかにしていきたい。
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